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燕器工株式会社
代表取締役

相
あい

場
ば

　大
ひろ

史
ふみ

さん
令和３年６月から現職。
燕商工会議所青年部の副会長も務める。

加
し
た
際
、
抱
え
て
い
る
課
題
が

解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
す

ぐ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

ー
外
部
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
懸
念
は
あ
り
ま
し
た
か

　
私
や
社
員
と
同
じ
く
、
熱
意
を

持
っ
て
最
後
ま
で
一
緒
に
や
っ
て

も
ら
え
る
の
か
、
コ
ス
ト
面
が
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
マ
ッ
チ

ン
グ
時
に
外
部
人
材
の
エ
ン
ト
リ

シ
ー
ト
を
確
認
し
た
り
、
面
談
し

た
り
す
る
な
か
で
、
持
っ
て
い
る

ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
他
に
も
意

気
込
み
や
報
酬
面
の
希
望
も
把
握

で
き
た
た
め
、
契
約
前
に
多
く
の

懸
念
は
払
拭
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
か

ら
も
、
会
議
の
た
び
に
素
晴
ら
し

い
資
料
作
り
と
、
プ
レ
ゼ
ン
を
し

て
く
れ
て
同
じ
目
標
を
持
て
る
人

た
ち
だ
と
確
信
に
変
わ
り
ま
し

た
。

ー
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
外
部

人
材
は
、
ど
う
い
っ
た
人
で
す
か

　
一
つ
は
、
新
商
品
開
発
を
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
３
人
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
紹
介
し
て
く

外部人材
【マーケティング担当】

柳
やな

井
い

　隆
たか

宏
ひろ

さん
（神奈川県藤沢市在住）

中小企業の新規事業、マーケティン
グなどを支援。SNS で「キャンプサ
イコーおじさん」を活動中。

重
さ
も
、
将
来
的
な
成
果
に
繋つ

な
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
意
気
込
み

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
私
に
と
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
な
取
り
組
み
で
も
あ
り
、
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
障
害
や
壁
が

何
度
も
立
ち
は
だ
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
持
ち
前
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

精
神
と
こ
れ
ま
で
何
度
も
壁
を
打

ち
破
っ
て
き
た
経
験
や
知
見
を
活

か
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
に
導
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

燕器工株式会社
燕市八王寺 1599
30 年以上にわたり、プレス加工業
としてステンレス、チタン、アルミ
製品の企画・開発の段階から製造ま
で請け負っている。

特集　地域で支える企業の発展

　
「
地
域
の
人
事
部
」
で
昨
年
、
外
部
人
材
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
課
題
解
決
に
向
け
、

現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
の
燕
器
工
株
式
会
社
。
相
場
社
長
と
外
部
人
材
の
柳
井

さ
ん
に
今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ー
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ

て
み
て
、
会
社
の
印
象
は
ど
う
で

す
か

　
相
場
社
長
は
人
格
的
に
信
頼
で

き
、
周
囲
の
人
と
良
好
な
関
係
を

築
き
な
が
ら
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
向
か
っ
て
い
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
印
象
で
す
。
新
規
事
業
へ
の
慎

ー
マ
ッ
チ
ン
グ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

よ
う
と
思
っ
た
理
由
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　
新
し
い
顧
客
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の

開
拓
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し

て
社
会
の
貢
献
に
寄
与
で
き
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

ら
の
視
点
で
率
直
な
意
見
を
も
ら

え
る
良
き
相
談
相
手
で
す
。

ー
社
員
の
反
応
は
ど
う
で
す
か

　
毎
月
、
社
員
に
進
捗
を
説
明
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
興
味
が
あ
る
よ

う
で
、
細
か
い
内
容
ま
で
聞
き
に

来
て
く
れ
る
社
員
も
い
ま
す
。

ー
今
後
に
つ
い
て

　
成
果
が
で
る
の
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
今
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終

わ
っ
た
後
も
外
部
人
材
の
皆
さ
ん

と
は
長
く
お
付
き
合
い
を
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

れ
た
人
材
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
最
適
な
人
事
評

価
制
度
の
構
築
に
向
け
て
人
事
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
私
は
社
内
で
も
垣
根
な
く
社
員

と
相
談
し
て
い
る
ほ
う
で
す
が
、

外
部
人
材
の
皆
さ
ん
に
は
、
外
か

人
材
の
獲
得
・
育
成
・
定
着
の
取
り
組
み
支
援

　
燕
市
で
は
、
外
部
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
以
外
に
も
市
内
企
業
の

発
展
の
た
め
、
人
材
の
獲
得
・
育
成
・
定
着
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
新
規
事
業
や
重
点
事
業
な
ど
、
今
年
度
に
実
施
し

て
い
る
支
援
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲その他の支援・
補助制度の詳細は
こちらから

学生

（公社）
つばめいと

燕市

市内
企業

大学
など

つ
ば
め
産
学
協
創
ス
ク
エ
ア
事
業

人
材
の
獲
得

　
こ
の
事
業
で
は
、
産
業
界
、
教
育
機
関
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
、

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
市
内
企
業
と
交
流
す

る
場
を
創
出
し
て
U
・
I
タ
ー
ン
就
労
や
創
業
の
促
進
、
人
材
育

成
に
結
び
つ
け
、
産
業
の
振
興
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
事
業
開
始
か
ら
７
年
目
と
な
る
今
年
、
日
本
最
大
級
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
学
生
が
選
ぶ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
「
地
方
創
生
賞
」
を
受

賞
す
る
な
ど
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

（公社）つばめいとを中心に市内企業と燕市、教育
機関などが連携し合って、地域全体で人材確保、
育成を支援しあう環境が整っています。

人
材
の
育
成

基
盤
技
術
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金

　
機
械
化
に
な
じ
ま
ず
、
高
度
な
技
術
力
で
手
加
工
に
依
存
さ
れ

る
基
盤
技
術
に
お
い
て
、
技
術
の
承
継
や
自
社
で
の
内
製
化
を
目

的
と
し
た
人
材
育
成
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
高
度
な
技
術
を
要
す
る
基
盤
技
術
の
習
得
に
か
か
る
、
機
械
装

置
や
材
料
、
消
耗
品
、
指
導
に
か
か
る
謝
礼
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

人
材
の
定
着

職
場
環
境
実
証
事
業
支
援
補
助
金

　
人
材
か
ら
選
ば
れ
る
企
業
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
を
支
援
す
る
実
証
事
業
で
す
。

　
実
証
事
業
で
取
り
組
ま
れ
た
内
容
は
、
市
内
の
他
企
業
に
お
い

て
も
、
同
様
に
実
施
が
で
き
る
よ
う
に
今
後
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
ら
れ
、
広
く
展
開
さ
れ
ま
す
。

【
今
年
度
の
新
規
事
業
】

ー
今
、
お
持
ち
の
課
題
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　
会
社
の
成
長
の
た
め
、
既
存
の

受
託
生
産
の
他
に
、
自
社
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
の
製
品
開
発
・

販
売
と
、
人
事
評
価
制
度
の
導
入

で
す
。

ー
こ
れ
ら
の
課
題
は
、「
地
域
の

人
事
部
」
の
取
り
組
み
に
参
加
す

る
前
に
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
か

　
社
内
で
解
決
策
を
出
す
か
、
自

分
で
ど
う
に
か
す
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、「
地

域
の
人
事
部
」
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参

「
燕
市
磨
き
屋
一
番
館
」
事
業

　
金
属
加
工
産
業
の
基
盤
技
術
で
あ
る
金
属
研
磨
業
の
後
継
者
の

育
成
の
た
め
、
磨
き
屋
一
番
館
で
３
年
間
の
技
能
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
金
属
研
磨
技
術
の
伝
承
お
よ
び
地
場
産
業
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

専攻・研究
などのカリ
キュラム

連携

体験プログラムの提供

就業体験

連携

委託

コーディネート

コーディネートインターンシップ
申し込み

コー
ディ
ネー
ト

イン
ター
ンシ
ップ

申し
込み

受入企業登録

共同研究・開発における連携


